
が一心詠穀弾字はか相翻期蔚紳
却醇胸軽懲▼”々
ル搾舶揮

寒一籍知舶従やネ感蜘那親紳前
従っ」盛左薩稗濯雑勅一車軸

揚
の
課
題
や
可
能
性
を
報
告
書

の
人
口
増
加
と
経
済
発
展
、

生

去一離様尭約雅庁設帥崎備期任
都駅稗却韓り螺端呼切嬢劫

策
に
反
映
さ
れ
る
見
込
み
。

同

め
ぐ
る
争
い
が
起
き
か
ね
ず
、

田一師贈葬”襲華莞効劫症加却
勢淵韓薙晦聞輩頑矩鞠きが

秋一討い中ゆ対す牟中申中昨】ん「な‐中中恭釣噂申競寺中］

「日
本
国
内
の
上
下
水
道
事

％
。

輸
入
し
た
食
料
の
生
産
に

業
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が

使
わ
れ
た

『
仮
想
水
』
を
、

世

日
一実
施
主
体
だ
が
、

フ
ラ
ン
ス
で

界
で
最
も
使
っ
て
い
る
の
が
日

中一 は中一や中中中中 の仕事。　勝就輩和密〕熱扮岬務初墳

ア
　
‐　
　
鳩輪澤髭上げる
にはかなり

・

の
水
が
必
要
で
、

た
め
て
お
く

に
は
ダ
ム
が
必
要
な
の
に
、

そ

う
し
た
認
識
が
足
り
な
い
。

水

と
食
料
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
三
位

，

一
体
で
考
え
た
い
。

地
球
温
暖

化
が
進
み
、

雨
や
雪
が
不
足
す

の
試
算
も
あ
り
、

大
局
的
に
見

な
い
と
い
け
な
い
」

―
水
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
、

ど
こ
に
見
い
だ
せ
る

か
。

「国
内
で
は
、

昭
和
３０
年
代

に
数
多
く
敷
設
さ
れ
た
水
道
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

更
新

事
業
だ
け
で
上
水
道
４０
兆
円
、

下
水
道
８０
兆
円
規
模
の
市
場
が

あ
る
。

全
国
で
水
道
管
破
裂
、

下
水
管
陥
没
が
続
出
す
る
な

ど
、

深
刻
化
し
て
お
り
、

早
急

な
更
新
が
必
要
に
な

っ
て
い

電
気
、

ガ
ス
な
ど
従
来
別
々
に

る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
下
工
事
し
て
い
た
事
業
を
統

―
具
体
的
に
言
う
と
。

　
　
　
一
す
る
と
、

コ
ス
ト
減
と
な
り
、

「配
管
、

バ
ル
ブ
な
ど
部
品

行
政
効
率
が
い
い
。

住
民
へ
の

更
新
の
工
事
に
加
え
て
、

地
下

不
便
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

埋
設
の
実
態
把
握
や
需
要
予

る
。

縦
割
り
の
弊
害
を
な
く
す

測
、
Ｉ
Ｔ
化
事
業
な
ど
が
見
込

に
は
法
改
正
も
欠
か
せ
な
い
」

ま
れ
る
。

水
道
だ
け
で
な
く
、
　
　
―

海
外

へ
の
事
業
展
開
と

苦
村
　
和
就
さ
ん

キふ
。

「北
九
州
市
や
大
阪
市
、

川

崎
市
、

横
浜
市
な
ど
は
水
道
事

業
経
験
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、

企
業
と
連
携
し
て
国
際
貢

献
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

日
本

の
水
道
技
術
力
は
世
界
で
最
も

安
全
安
心
と
い
え
る
。

県
内
で

も
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、

水
道

事
業
を
海
外
展
開
で
き
る
」

―
経
産
省
の
報
告
書
で
特
に

注
目
す
べ
き
点
を
挙
げ
る
と
。

「海
外
の
国
々
で
、

水
源
か

ら
蛇
口
ま
で
の
建
設
、

維
持
管

理
、

料
金
徴
収
を

一
貫
し
て
担

当
す
る
指
針
を
示
し
た
。

水
道

の
部
品
、

設
備
販
売
だ
け
で
は

買
い
た
た
か
れ
、

利
益
が
出
な

い
。

日
本
の
水
道
技
術
力
を
海

外
で
生
か
す
た
め
、

自
治
体
と

民
間
に
よ
る
チ
ー
ム
を
、
国
が

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
で

き
た
。

そ
の
事
業
の
利
益
は
自

治
体
住
民
に
も
還
元
さ
れ
る
」

―
自
ら
が
水
ビ
ジ
ネ
ス
と
か

か
わ
っ
て
き
た
経
緯
は
。

「秋
田
市
の
実
家
が
旭
川
近

く
に
あ
り
、

藤
倉
水
源
地
の
美

し
さ
を
見
て
育
っ
た
。雄

物
川
、

米
代
川
な
ど
水
運
の
歴
史
も
知

っ
て
お
り
、

川
を
中
心
と
し
た

生
活
を
身
近
に
感
じ
て
き
た
。

■
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
■
年

ま
で
の
５
年
間
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
環
境
審
議
官

を
務
め
、

途
上
国
の
水
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
作
成
と
、指

導
に
当
た
っ
た
。

そ
の
後
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
を
つ
く

っ
て
活
動
し
て
い

る
。

昨
年
来
、

マ
ス
コ
ミ
ヘ
の

登
場
機
会
が
急
激
に
増
え
、

水

ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
関
心
の
高
ま
り

を
感
じ
て
い
る
」

―
本
県
の
可
能
性
は
。

「雄
物
川
水
系
な
ど
恵
ま
れ

た
水
環
境
に
あ
り
、

水
資
源
は

秋
田
県
の
最
大
の
経
済
財
。

そ

れ
だ
け
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き

だ
。

食
料
生
産
に
適
し
た
土
壊

で
も
あ
る
。

た
だ
、

ビ
ジ
ネ
ス

感
覚
の
弱
さ
が
課
題
だ
ろ
う
。

そ
こ
を
克
服
し
、

秋
田
の
水
を

利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
、

食
料

生
産
に
期
待
し
た
い
」

（聞
き
手
Ｈ
田
回
清
洋
）

01２
一　
　
経
産
省
の

水
ビ
ジ
ネ
ス
国
際
展
開
研
究
会
委
員

れ
ば
、

水
資
源
が
３
割
減
る
と

日本の技術力は世界で最も安全安心

水
資
源
は
本
県
の
財
産
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現 在 、 同社 代 表 。 外 務 省 の水 に関 す
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